
一生に一度の貴重な体験
天草未来大橋ウォーキング

令和４年度 天草市立稜南中学校 校訓(稜南魂スピリット)：自主 感動 創造

学校だより 第１１号 学校教育目標：

「郷土・学校・自分に誇りを持ち、心豊かで、賢く、たくましい生
令和５年３月２４日(金)発行 徒の育成～“稜南の風”を地域に届けよう～」

文責：校長 倉田 斉

本日３月２４日(金)に１，２年生の令和４年度修了式が行わ 天草未来大橋の開通に先だって、２月７日(火)に２年生
れました。式では、各学級を代表して、１年１組の飽田康稀さ が橋上ウォーキングに参加しました。当日は本渡港側から 図書室の年間貸し出し冊数の結果がまと
ん、１年２組の和田あかりさん、１年３組の田中雅仁さん、２ スタートし、１３２０ｍの未来大橋をゆっくりと志柿側に まり、年間多読賞として修了式で表彰しました。
年１組の稲葉ゆずはさん、２年２組の上村璃乃亜さん、２年３組 向かって歩きました。未来大橋は自動車専用道路ですので、 １位 １年３組 松森光祐さん １３９冊
の江嵜琉希さん、なかよし３組の澤村ゆうかさんが修了証を受け この先人間が歩いて渡ることは二度とできません。まさに ２位 １年１組 合田周平さん １０５冊
取りました。次に作文発表に移り、１年２組の立川謙心さん、１ 一生に一度 ３位 １年２組 立川美心さん ８５冊
年３組の桒野日知さん、２年２組の田中聖虎さん、２年３組の の貴重な体 ４位 １年２組 榎田悠莉さん ７９冊
桑原ゆかりさん、なかよし３組の谷端由奈さんが立派に発表し 験だったの ５位 ２年２組 堺 祐樹さん ７１冊
てくれました。内容的にも充実しており、この一年で学んだこ です。この なおクラス単位では、１年２組が最多貸し出し数でした。
と、印象に残ったこと、友達から受けた思いやりの心など、そ 思い出は一 本は心の栄養と言われています。春休みには多くの本を読
れぞれに温かい気持ちのこもった発表でした。 生残るでし むことを心がけましょう！
なお、先日の卒業式の前日に行われた３年生の修了式では、 ょう！

３年１組の山本心優さん、３年２組の松本遙世さんが修了証を
受け取った後、なかよし２組の和田杏華さんが作文発表を行い、
卒業に寄せる熱い思いを立派に発表してくれました。
コロナ禍に翻弄された１年間でしたが、不自由な日常生活を ボランティア委員会が中心となって回収を呼びかけたペ ２月２３日(木)に県立劇場で第１回中学校吹奏楽新人コン

克服し、お互いに知恵を出し合って感染防止に努めることがで ットボトルキャップが１４７．２㎏集まり、イオンに届けた クールが開催され、本校吹奏楽部は金賞に輝きました。また、
きました。進級した学年や進学先では気持ちを新たにして、そ ところ、この度イオンから感謝状が届きました。このキャ ２月２６日(日)にウイングまつばせで行われ
れぞれの目標に向かって全力でがんばってほしいと思います。 ップ５００個で１本のワクチン代になるということで、現 た JBA ソロコンテスト九州大会に熊本県代表

在、外国で病気に苦しんでいる多くの子ども達の命が救わ として出場した上村璃乃亜さんも、見事金賞
れます。皆さんの善意、ありがとうございました。 に輝きました。夏のコンクールでも好成績を

〔ありがとう〕 期待します。また、３月１８日(土)には亀川
先日第１０号で ← 小学校吹奏楽部の定期演奏会にも賛助出演

紹介した通級教室 ボ し、音楽を通した小中交流が実現しました。
前面の季節ごとの ラ
作品。先日卒業し ン
た若松優羽さんと テ
酒井愛玲菜さんが ィ
協力して最終作品 ア
を制作してくれま 委
した。温かい心遣 員
い、ありがとうご 会
ざいました。

ペットボトルキャップ回収に感謝状

本日令和４年度修了式
新たなる学年へ ステップアップ

吹奏楽JBAソロコンテスト九州大会金賞
熊本県第１回新人コンクール金賞

図書室の図書貸し出し
年間多読賞表彰


